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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 13,430 1.6 405 △24.4 433 △24.7 255 △41.8

30年３月期第２四半期 13,213 0.8 536 △4.4 576 △3.0 439 3.1
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 257百万円(△44.1％) 30年３月期第２四半期 460百万円(16.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 9.69 －

30年３月期第２四半期 16.69 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 19,483 14,214 72.9

30年３月期 18,175 14,089 77.5
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 14,214百万円 30年３月期 14,088百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00

31年３月期 － 0.00

31年３月期(予想) － 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,500 1.2 700 △20.8 740 △23.0 440 △26.3 16.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 26,501,784株 30年３月期 26,501,784株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 16,189株 30年３月期 15,868株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 26,352,257株 30年３月期２Ｑ 26,352,138株
　

（注）「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）が所有する自社の株式
は、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりますが、上記自己株式に含まれておりません。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ
「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日）におけるわが国経済は、継続的な政府の

経済政策や景気回復などを背景に緩やかな回復基調で推移したものの、海外の政治動向や地政学リスクの高まりに

よる影響が懸念されるなど、引き続き不安定な状況にあります。

外食産業におきましても、労働需給の逼迫による人件費の上昇や食材価格の高騰などに加え、天候不順等による

自然災害の影響により、依然として厳しい経営環境は続いております。

このような環境のもと当社グループは、お客様起点思考の視座をグループ全社で堅持しながら、店舗の改革を進

めると共に、当社ビジョン「No.1 Noodle Restaurant Company」を共有し、①事業基盤の強化②収益力の向上③成

長戦略の推進を柱に取り組んでまいりました。

（各事業部門）

(a) 和食麺類部門

和食麺類部門では、当社主力業態である「和食麺処サガミ」において、全店販売促進企画として「クーポン券配

布企画」を１回、「SKE48タイアップキャンペーン企画」を２回、「夏の大感謝祭」を１回、「料理フェア」を５回

実施いたしました。しかしながら、既存店売上高は前年同一期間に対して0.9％減となり、客単価が前年同一期間に

対して2.7％増、既存店客数は前年同一期間に対して3.6％減となりました。

店舗関係では、「和食麺処サガミ 越谷南店」（４月）を埼玉県越谷市に出店し、「和食麺処サガミ 東海店」

（６月）を愛知県東海市に出店、「和食麺処サガミ 豊橋柱店」（７月）を愛知県豊橋市に出店いたしました。

なお、当第２四半期末での店舗数は136店舗であります。

(b) 味の民芸部門

味の民芸部門では、全店販売促進企画として「料理フェア」を５回、「スクラッチカード配布企画」を３回、

「敬老の日企画」を１回実施したほか、「うどん食べ放題企画」を２回実施いたしました。

なお、当第２四半期末での店舗数はFC店舗を含み55店舗であります。

(c) どんどん庵部門

どんどん庵部門では、全店販売促進企画として「どんどん祭」を１回実施したほか、「料理フェア」を４回実施

いたしました。

なお、当第２四半期末での店舗数はFC店舗を含み34店舗であります。

(d) その他の部門

その他の部門では、団欒食堂「あいそ家」において、「料理フェア」を４回、「夏の団欒祭り」を１回実施いた

しました。大型セルフうどん店「製麺大学」においては、「料理フェア」を５回実施いたしました。とんかつ専門

店「かつたに」においては、料理フェアを３回実施いたしました。

国内店舗関係では、「ぶぶか 吉祥寺北町店」（４月）、「かつたに アピタ四日市店」（５月）を出店いたしま

した。一方で、「濱町 座間店」（９月）を閉鎖いたしました。

海外店舗関係では、「上海盛賀美 静安寺店」（４月）、「SAGAMI イオンモールBSD店」（６月）、ベトナム高島

屋ホーチミン店に出店しておりました「JINJIN」（７月）を閉鎖いたしました。

なお、当第２四半期末での店舗数はFC店舗を含み36店舗となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,430百万円、営業利益は405百万円、経常利益は433百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は255百万円となり、当第２四半期末のグループ店舗数は261店舗であります。

　

　

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、19,483百万円と前連結会計年度末比1,308百万円の増加となりました。

流動資産は前連結会計年度末比1,236百万円増加し6,093百万円、固定資産は72百万円増加し13,390百万円、流動負

債は前連結会計年度末比31百万円減少し3,244百万円、固定負債は1,214百万円増加し2,024百万円、純資産は125百

万円増加し14,214百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成30年５月11日に発表した連結業績予想から修正はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,796,620 4,985,519

受取手形及び売掛金 273,130 254,803

商品及び製品 85,414 92,051

原材料及び貯蔵品 289,078 321,539

その他 414,351 440,731

貸倒引当金 △809 △809

流動資産合計 4,857,785 6,093,835

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,188,233 2,415,082

機械装置及び運搬具（純額） 391,429 431,228

土地 6,559,178 6,559,178

その他（純額） 264,794 157,904

有形固定資産合計 9,403,636 9,563,393

無形固定資産

のれん 651,341 598,427

その他 178,574 185,540

無形固定資産合計 829,916 783,968

投資その他の資産

投資有価証券 849,086 845,988

長期貸付金 129,075 152,164

差入保証金 1,753,666 1,702,848

繰延税金資産 209,894 188,850

その他 142,255 152,845

投資その他の資産合計 3,083,978 3,042,698

固定資産合計 13,317,531 13,390,060

資産合計 18,175,316 19,483,895
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 646,875 615,741

1年内返済予定の長期借入金 393,166 437,234

未払金 1,398,758 1,341,235

未払法人税等 185,348 190,363

賞与引当金 208,314 197,257

店舗閉鎖損失引当金 3,356 8,540

その他 440,041 454,174

流動負債合計 3,275,860 3,244,546

固定負債

長期借入金 8,530 1,209,866

長期未払金 230,895 220,358

株式給付引当金 16,302 18,588

退職給付に係る負債 6,047 6,056

資産除去債務 408,877 434,174

長期預り保証金 85,262 87,262

その他 53,958 48,065

固定負債合計 809,873 2,024,372

負債合計 4,085,734 5,268,918

純資産の部

株主資本

資本金 7,178,109 7,178,109

資本剰余金 4,280,379 4,280,379

利益剰余金 2,738,812 2,861,874

自己株式 △185,743 △185,175

株主資本合計 14,011,557 14,135,187

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,840 68,941

為替換算調整勘定 6,535 10,090

その他の包括利益累計額合計 77,375 79,032

非支配株主持分 649 756

純資産合計 14,089,582 14,214,976

負債純資産合計 18,175,316 19,483,895
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 13,213,846 13,430,747

売上原価 3,954,312 4,085,733

売上総利益 9,259,533 9,345,014

販売費及び一般管理費 8,722,690 8,939,653

営業利益 536,842 405,360

営業外収益

受取利息 1,634 979

受取配当金 15,345 9,691

為替差益 10,986 －

雑収入 14,313 22,283

営業外収益合計 42,280 32,954

営業外費用

支払利息 2,684 918

為替差損 － 3,536

雑損失 259 541

営業外費用合計 2,943 4,996

経常利益 576,179 433,318

特別利益

投資有価証券売却益 31,959 －

受取保険金 － 16,000

特別利益合計 31,959 16,000

特別損失

固定資産除却損 6,326 4,380

減損損失 30,847 46,001

その他 － 4,334

特別損失合計 37,174 54,716

税金等調整前四半期純利益 570,964 394,601

法人税、住民税及び事業税 122,250 121,510

法人税等調整額 8,698 17,562

法人税等合計 130,948 139,073

四半期純利益 440,015 255,528

非支配株主に帰属する四半期純利益 272 37

親会社株主に帰属する四半期純利益 439,742 255,491
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 440,015 255,528

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42,297 △1,898

為替換算調整勘定 △21,368 3,624

その他の包括利益合計 20,928 1,726

四半期包括利益 460,944 257,255

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 460,793 257,148

非支配株主に係る四半期包括利益 150 106
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 570,964 394,601

減価償却費 248,756 249,000

減損損失 30,847 46,001

のれん償却額 53,322 52,913

為替差損益（△は益） △10,986 3,536

投資有価証券売却損益（△は益） △31,959 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △60,991 △11,057

株式給付引当金の増減額（△は減少） 2,834 2,286

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △153 8

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △220 5,184

受取利息及び受取配当金 △16,980 △10,670

支払利息 2,684 918

固定資産除却損 6,326 4,380

受取保険金 － △16,000

売上債権の増減額（△は増加） △15 18,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,158 △39,097

仕入債務の増減額（△は減少） △48,491 △31,134

未払金の増減額（△は減少） △128,904 △63,147

その他 54,643 △10,222

小計 658,518 595,832

利息及び配当金の受取額 16,296 9,815

利息の支払額 △2,597 △968

保険金の受取額 － 16,000

法人税等の支払額 △46,594 △132,827

営業活動によるキャッシュ・フロー 625,623 487,851

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △417,341 △377,362

有形固定資産の売却による収入 398 －

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 88,239 －

長期貸付けによる支出 △21,150 △35,956

差入保証金の差入による支出 △22,004 △13,254

差入保証金の回収による収入 72,126 69,797

その他 △4,705 △32,851

投資活動によるキャッシュ・フロー △304,439 △389,628

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △287,884 △254,596

自己株式の取得による支出 △449 △449

配当金の支払額 △158,462 △131,184

リース債務の返済による支出 △37,207 △26,130

自己株式の売却による収入 － 1,017

財務活動によるキャッシュ・フロー △484,004 1,088,657

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,784 2,018

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,604 1,188,899

現金及び現金同等物の期首残高 3,943,553 3,796,620

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,777,948 4,985,519
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

　

（重要な後発事象）

（吸収分割契約による持株会社体制への移行）

当社は、平成30年６月４日開催の取締役会において、当社を分割会社とする会社分割（吸収分割）による持株会

社体制への移行の決定、および株式会社ディー・ディー・エー（平成30年10月１日付で「サガミレストランツ株式

会社」に商号変更。以下、「承継会社」といいます。）との吸収分割契約（会社法第784条第２項に規定する簡易

吸収分割に該当します。）の締結を決議し、平成30年10月１日付で当社の事業を承継会社に承継いたしました。

これに伴い、当社は平成30年10月１日付で「株式会社サガミホールディングス」に商号変更し、持株会社へ移行

いたしました。

１．会社分割の概要

（１）対象となった事業の内容

　 飲食事業

（２）企業結合日

　 平成30年10月１日

（３）企業結合の法的形式

　 当社を分割会社とし、当社の100％子会社であるサガミレストランツ株式会社を承継会社とする吸収分割

（４）結合後企業の名称

　 分割会社：株式会社サガミホールディングス

　 承継会社：サガミレストランツ株式会社

（５）会社分割の目的

当社はグループビジョンである「No.1 Noodle Restaurant Company」の実現に向けて、地域に必要とされる企業

を目指し、安全安心・健康を届け食生活向上に寄与すること及び、より良きサガミを次世代に継承するために「私

たちは、「食」と「職」の楽しさを創造し、地域社会に貢献します ～すべては みんなのゆたかさと笑顔のために

～」の経営理念を推進して成長を続けてまいります。

そのために、経営の効率化を図り、市場環境の変化に柔軟に対応できる体制づくりが必要と考え、経営戦略機能

と事業執行機能を分離することで意思決定の迅速化を図り、経営人材の育成と機動的で且つ柔軟な事業運営実現の

観点から、会社分割による持株会社体制へ移行いたしました。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、

共通支配下の取引として処理しております。
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